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序

平成 2年、大月市では一般廃棄物最終処理場建設 とそれに伴 う進入路

としての農道権現原線道路の改良を計画いた しま した。それを受けて、

計画地および周辺を調査 したところ、権現原遺跡の存在が確認 されまし

た。
その後大月市では遺跡の存在を視野に入れ、一般廃棄物最終処理場建

設計画を検討 し、平成 3年度に最終的な計画が決定 しました。
この計画では、沢中地区からの進入路 として、農道権現原線道路の改

良は不可欠であるため、権現原遺跡の一部については記録保存すること

とされ、大月市教育委員会に協議があつたものです。平成 3年度中に文

化財保護法に定められた手続きを終了 し、』平成 4年度の工事着工前に

発掘調査をすることとな りました。

調査は大月市遺跡調査会が受託 し、同年、梅雨明けを見込んで 7月 20

日から開始することとな りました。

最終的に調査が終了 したのは 8月 の半ばころで、夏真っ盛 りの暑い時

期に発掘調査に携わった作業員の方々にはたいへんご苦労様でした。

調査の結果、調査対象 となった部分からは 「陥 し穴」 といわれる狩 り
の痕跡が見つか りま した。今回の調査箇所は遺跡全体の縁辺部にあたる

ため、発見された遺構や遺物は量的には少なく、写真などでよく見る集

落跡などの一般的な遺跡ではあ りませんでした。 しか し、狩猟採集の時

代 といわれている縄文時代の土地利用の一端を垣間見ることができたと

い う意味で、重要な発見だ と思います。集落などの人々の生活の場は、

今回の調査地点より西側に存在 していると推測 されますが、今後、もし

集落部の発掘調査が行われる機会があるとすれば、今回の成果は、集落

全体を概観するための資料 として非常に貴重であ り、大月市の縄文時代
の歴史にまた新たな資料が追力日されたことになります。

最後に、発掘調査および報告書作成にあた り、ご協力をいただいた関

係者や関係機関の皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成 5年 3月 31日

大月市遺跡調査会会長

大月市長 秋 山 重 友

~1~~



例  言

1,本書は山梨県大月市大月町真木地内に所在する権現原遺跡の発掘調査報告
書である。

2.「権現原遺跡」は、昭和 47年に大月市教育委員会が実施 した分布調査によ
つて所在が確認 され、遺物散布地として登録された遺跡である。

3.本書掲載内容は、権現原遺跡発掘調査に至る経緯 と大月市遺跡調査会が実
施 した発掘調査の成果をまとめたものである。

4.調査及び報告書刊行までの作業は大月市からの委託を受け、大月市遺跡調
査会が担当した。

5.権現原遺跡の発掘調査は、平成 4年 7月 21日 から同年 8月 31日 の期間に
実施 した。

6,本書に掲載 した遺構・遺物 。作業状況写真は、杉本正文 。福田正人が撮影
した。

7,本書刊行までの作業は、平成 4年 10月 27日 から平成 5年 2月 28日 まで
の期間に大月市郷土資料館埋蔵文化財整理室内で行つた。

8,調査に関わる写真・記録類 。遺物は大月市教育委員会が保管 している。
9。 本書の編集は大月市教育委員会、杉本正文が行った。
10.権現原遺跡の発掘調査 。整理作業に関わる組織は下記のとお りである。

調査主体 大月市遺跡調査会
調査担当 杉本正文・福田正人
整理担当 杉本正文

凡 例

1.本書中に記載されている遺構名は、本調査時に付した名称をそのまま使用
している。

2.スケール、方位等は図中に示 した。原則 として遺構実測図は 1/30、 遺物
実測図は 1/3で示 した。また、平面図に示 した方位 (N)イま磁北である。
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第 I章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

大月市は一般廃棄物最終処理場の建設及び進入道路の開発を計画し、平成 2

年 7月 5日 に計画区域内の埋蔵文化財の所在の有無について大月市教育委員会

に照会 した。計画区域は総計 18,600督 で、平成 4年度以降に工事を実施する

予定であり、計画区域内に埋蔵文化財が存在する場合には、計画区域の範囲変

更を検討 し、止むを得ない場合には着工前の埋蔵文化財包蔵地の記録保存のた

めの発掘調査を実施 したいという旨であつた。

以後、調査実施までの経緯は次のとお りである。

平成 2年

7月 5日  大月市より開発計画地内の埋蔵文化財の所在について照会

8月 3日  遺跡台帳との照合や現地踏査の結果、近隣に 3遺跡があり、協

議を要する旨を回答

8月 16日  遺跡の取 り扱いについて担当部署である市民課 と協議

9月 11日  現地確認調査を実施 し、 2遺跡は計画対象外であることを確認

権現原遺跡については、文化財保護法に基づく手続きが必要と

回答

平成 4年

1月 30日   市民課より文化財保護法第 57条の 3の規定による発掘通知の

提出

2月 4口  山梨県教育委員会へ通知進達

2月 26日  山梨県教育委員会より工事着手前に発掘調査実施の通知

3月 4日  市民課へ通知を伝達

7月 10日  大月市と大月市遺跡調査会により発掘調査委託契約を締結
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第 2節 調査の経過

現場における発掘調査は平成 4年 7月 20日 に開始 し、同年 8月 13日 に終了

した。調査の経過は次のとお りである。

平成 4年

7月 20日    調査区内の草刈 り、グリンド設定

7月 22日    調査区内樹木伐採

7月 23日

～ 30日    表土除去作業 (北側から)

7月 31日

～ 8月 4日   作業休み

8月 5日    遺構確認、調査区内グリンド杭の修正

8月 6日    遺構確認、撹乱除去

8月 7日    遺構調査開始

8月 11日    全体清掃、全体写真撮影

8月 12日    埋め戻 し

8月 13日    埋め戻 しを終了し調査終了

第 3節 調査組織

調査主体  大月市遺跡調査会

会  長  大月市長 秋 山 重 友

主 管 課  社会教育課      課  長   藤 本 好 正

課長補佐  長 田 功      係  長   小 林 和 由

調査担当 杉 本 正 文・福 田 正 人

作 業 員  天 野 はや子 。天 野 くに子 。白 須 隆 子 。小 林 政 三・小

林 陽 子・小 林 正 範 。小 林 たか子・天 野 浦 平・天 野

静 枝 。小 俣 政 子 。天 野 義 二・糸田井 亨 。小 俣 つ

や子・矢ヶ崎 勇 ・宮 下 利 夫・中 ,|1 静 子 。矢 野 晴 代 。

石 井 嘉 俊・鈴 木 基 方 。和 田 直 也・岩 田 直 也・高

橋 美 江 。小佐野 薫

整理担当 杉 本 正 文

整理作業員 石 井 嘉 俊 。佐々木早智子
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第Ⅱ章 地理的環境と歴史的環境

第 1節 遺跡の位置と地理的環境

大月市は山梨県東部地域に位置 し、首都圏から約 80kmと

比較的近距離ながら、四囲を山岳に囲まれているため通行

ルー トが限定され、アクセス路が少ないという特徴がある。

江戸時代の主要道であった、甲州街道や富士道が国道 20号 。

139号 という形で、現在もその機能を引き継いでいる。中央

自動車道開設後、首都圏や隣接市町村への往来の時間は短縮

されたが、西宮線 と富士吉田線が結ぶ道筋の概要は江戸時代

以降大きな変化はなく、換言すれば古来主要部を結ぶ交通の

要衝であると言えよう。

権現原遺跡の所在する大月町真木地区は、大菩薩嶺から南に連なる山稜 と雁ガ腹招山を頂

点として南方に連なる尾根の間、大峠の南斜面を水源 とする真木川に沿つた谷あいの集落で

ある。桑西、間明野地区が位置する上流域から、遊仙橋以南の左岸の河岸段丘上には上真木、

下真木の集落が形成されている。権現原遺跡のある沢中地区は下真木地区の右岸に位置する

典型的な谷戸集落である。遺跡である南に向いた緩傾斜地を耕作地とし、緩やかな尾根を越

えた北側の谷地形の中に現集落が形成されている。

位置的には真木川 と雀子川の合流点より真木川を 600mほ ど遡つた右岸の標高 460～ 480

mの緩傾斜地である。

第 1図 大月市の位置

第 2図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2節 歴史的環境 と周辺の遺跡

真木川に沿つた河岸段丘上には、現在までに 12箇所の埋蔵文化財包蔵地が

確認 されてお り、『大月市史』によると沢中原A遺跡から押型文土器が出土し

ている。現在真木川水系では最も古い遺跡であり、少なくとも縄文時代早期に

はこの水系に人が住んでいたようである。

因みに、真木川沿いで最も上流に確認 されている埋蔵文化婢包蔵地は桑西官の

前遺跡は、笹子川 との合流点より5 kmほ ど上流の、標高 720mの地点に位置し、

縄文時代中期の土器片が確認 されている。

真木川流域以外の包蔵地は、雀子川、浅利川、桂川などの河ザ|1流域の段丘や緩

傾斜地に立地してお り、縄文時代の遺物散布地が圧倒的に多い。

第 1表 周辺の遺跡 (第 2図の範囲)

配 包蔵地名 所在地 時代・状態

4 中曽根 大月町真木 縄・散布

5 沢中原 A 〃    ,′ 縄・散本

西ノ上 A 〃 花咲 縄・散布

後林 〃 花咲
縄・ 土抗

群

孝道 1 〃 花咲 縄・集落

孝道 2 〃 花咲 縄・集落

大莉遊仙

橋
〃 真木 縄・散布

太田屋敷 〃 真木 縄・散布

上真木辻 〃 真木 縄・散布

根の神 〃 真木 縄・散布

梅久保 〃 真木 縄・散布

錢神 〃 真木 縄・散布

後小路 〃 真木 縄・散布

権現原 〃 真木 縄・散布

沢中原 C 〃 真木 縄・散布

44 大月 大月二丁 目 縄・集落

配 包蔵地名 所在地 時代・状態

44 大月 大月二丁 目 縄・平集落

46 岩 下 賑岡町浅利 縄・散布

47 指平 〃   〃 縄・散布

浅利平石 1 〃    〃 縄・散布

房氏 初狩町下初狩 縄・散布

遅郷 2 大月町花咲 縄・散布

85 遅郷 3 〃    ,, 縄 。散布

遅郷 4 〃    ,ア 縄・散布

90 足ノロ 初狩町下初狩 縄・散布

坂田古墳 大月町真木 古墳

浅利入 賑岡町浅利 弥・古散布

川 向 初狩町下初狩 散布地

芝草 〃 花咲 平・集落

122 寺床 大月町花咲 地下式横穴

3-1 花咲鐘撞堂 大月町花咲 城館跡

-4-



第Ⅲ章 調査の方法と基本層位

第 1節 調査の方法
1.調査区の規模
一般廃棄物最終処理場への進入路部分であり、幅約 8m×全長約 170mの■

1,350∬である。

2.調査グリッドの設定

対象地が道路予定地であり、法面も含め 7～ 9m幅であり、「S」 字状に屈
曲していることから、10mや 8mメ ンシユでは査区区内に交差点 (杭)の な
い部分が生じる可能性があることから、4mメ ッシュのグリッドを設定するこ

ととした。道路幅の中に最低 1か所のグリンド杭が存在することで測量が容易
になるメリットが望まれるためである。
磁北を基本軸とし、南北に 1～ 34列、東西方向にA～ Q列 を設定し、列が

重なった区域を 「B-2グ リンド」などと呼称することとした。

調査区外の私有地への杭打ちは事前に土地所有者の同意を得て、掘削作業の

前に全体の杭打ちを行なった。
表土掘削については、土層観察のために杭の周囲を掘 り残すことも検討 した

が、4mメ ッシュのグリッドでは効率が悪いため、表土掘削段階では杭ごと表
上を除去し、終了後に調査区外の杭をもとに復元することとした。

3.表土除去と調査

遺構確認面までの表土層除去作業は重機で行 うこととし、重機の進入が容易
な既存道路に面した北側から着手することとした。除去 した廃土は調査区外の

数か所に積み上げることとし、重機を追 うようにジョレンで遺構確認面を精査
しながら南側に掘 り進んだ。この時点でおおよその遺構の所在が確認されたが、
重機による作業終了後に再度北側からの遺構確認作業を行つた。

遺構確認作業の結果、幾つかの小規模な落ち込みの痕跡を確認することがで

きた。さらに精査すると、時期的に新 しいと推測される、農耕による掘 り込み
も幾つかあることが分かり、それらは攪乱として覆土を取 り去った。
最終的に4か所の円形の上坑が確認 されたので、これらを対象に調査を行 うこ

ととした。いずれも直径が lm前後の円形プランであり、土層堆積状態の観察
のため、傾斜方向を軸とし、日照が断面の観察に適する方向を選んで掘 り始め

ることとした。

第 2節 基本層位
調査射象地の現状は雑草や潅木が生い茂る荒地状態であったが、本来は耕地

であつた。そのため、遺構確認面までの土層はすべて攪乱層であり、表上の厚
さは 30～ 40 clllで あった。確認面の上層は耕作によつて攪乱されてお り、本来
の遺構掘 り込み面は残されていないと考えられる。

-5-



1

3

4

6＼
｀`
―

7

9

11

13

14

lS

18

19

6~‐
~~

17

21

22

23

24

25

26

28

30

31

粋//

第 3図 調査区と遺構配置図
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第Ⅳ章 遺構と遺物

第 1節 遺構

調査によって検出された土坑は総計 4基である。

1号土坑            A…
(確認箇所)L-19

(規模)長径 90 clll 短径 80 cm

(遺物)出土遺物なし

A_
土層観察

0層  攪乱

1層  黒色で粒子が粗 く締 りがない。

大粒のスコリアを含む。

2層  黒褐色で少量のロームブロックを含み、

粒子が粗い。

3層   ロームと上層の混合層で、暗黄褐色。

4層  やや明るい色調の暗黄褐色。

3層 よリロームの混合の割合が多い。

2号土坑 (遺構 :第 4図 )

(確認箇所)O-14
(規模)長径 88 cIIl 短径 75 clll

(遺物)出土遺物なし

土層観察

0層  攪乱

1層  スコリア混じりの黒色土。

・― B

― B

2層

3層

黒味の強い黄褐色土でローム粒を多量に含む。

ローム混じりの淡黄褐色土。

2号土坑
0       (1:30)      lm

第 4図 土坑実測図
-7-

1号土坑



3号土坑

(確認箇所)K-18
(規模)長径 96 clll 短径 90 clll

(遺物)出土遺物なし

土層観察

土層観察のため、半割して掘り進んだが、

最終段階で観察面の土層が崩壊したため、

図面、写真とも記録することができなかつた。

4号土坑

(確認箇所)C-3
(規模)長径 100 clll(以 上)

(遺物)出土遺物なし

短径 86 clll A一

土層観察

1層  スコジア混じりの黒色土

2層  ローム粒混じりの黒黄色土。

3号土坑

4号土坑

♀……_…__…………‐」里iE皇と…………_…_‐‐‐Im

A―・

A一

第 5図 土坑実測図
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第 2節 出土遺物

調査区域内からは 42点の遺物が出土した。すべて破片であり、遺構確認作

業の中で調査区内に散在する状態で出上 したものである。図示できたものは

20点であるが、確実に遺構に伴なうものではない。

躍霧
霧
〃 式慧懲懲よ隠儀  |)3     甘患gB暮I  I14

μ

‐‐

イ
・
‐
２

握麹取
12

鶴 互

淳

７

席

‐５

鴻麟‖Ю爛
:牌側

8                        9

η
13

Q羽
14

藁輯オ|}6 轟〃
17

襲誹〃
19

18

陶
脚
脚
州

郷

籍
第 6図 遺物実測図
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第 2表  出土遺物観察表

地 点 驀曇】町 時 期 施 火 °整 形 技 伝 凝 成 胎 土 色 調

1 硯 占し 縄 ズ 土 器 前 剛 LR単 節 縄 文 k~」や 5 ヨ色粒 、石 葵 、繊 維 橙 褐 色

硯 古L 縄 X土 器 Rl翔 LR早 節 縄 天 やや 艮 J tttlI、 黒 包 zlar、 ね 央 、

誰締

暗掏 色

縄 文 上 器 前 剤 矢ヽ 涯 艮 二粒 、 石

古L 縄 天 土 器 前 期 LR単 師 縄 文 艮 主粒 、 石 葵 、 繊 維 色

き古し 縄 X土 器 Rl翔 櫛 条 反 艮 JQ杜 、 亦色柾 、 ね央

硯 古し 縄 X土 器 前 翔 しК 早 即 縄 災 、 界」矢 災 艮 J包 柾 、 亦 包 枇 、 黒 色 t1/、

百五  ハ 奎 母

橙掏 色

7 表 抹 縄 天 土 器 甲 剛 半我竹 管文 、 貼 り1寸 けX 艮 J色 柾 、 亦 色 柾 、 黒 色 柾 、

F車  呑 三 母

東褐色

硯 者し 縄 ズ 土器 LR単節縄 文 艮 J色 柾 、 亦 包 柾 、 黒 色 柾 、

百革  小 三 母

橙褐色

視 者し 縄 文 土器 ミガキ、焼成前雰孔 艮 ヨ 色 柾 、 亦 色 III、 黒 包 柾 、

百五  ⌒ 三 母

橙褐色

抗 乱 縄文土器 半裁竹管文 艮 匈色粒、赤色粒、石英 橙褐色

l 硯 古し 縄 天 土 器 LR早 節 潤邑又 艮 J色 杜 、 ね 央 、 釜 去 母 橙褐 色

続 古L 縄 文 土器 ナ デ 艮 粒

母

色

千
一

コ

答

赤色粒、石栗、 橙褐色

かわ らけ 中世 内 外 面 と ヰゝ に す デ 艮 ヨ色 柾 、 亦 色 柾 、 釜 芸 付 橙褐色

続吉L 縄 文 土器 ナ デ 艮 ヨ色 粒、黒 色粒、石 英、金

重母

橙褐色

杭 乱 縄 文 土器 前 期 撚糸文 艮 封色粒 、石英 、金 雲母 、小礫 、
紛維

橙褐色

前 期 撚糸文 良 コ色粒、小礫、繊維 貢褐色
17 表 採 縄 文 土器 RL単節縄文 良 コ色 粒 、 赤 色 粒 、 石 英 、 金

重母
貢褐色

表 採 縄文土器 LR単節縄文 長 粒
母

色
三

「
冬

黒色粒、石英、 /r9k褐色

表 採 縄文土器 貝占り付け文、 刻じ併 良 ヨ 色 柾 、 亦 色 柾 、 黒 色 柾 、

言革

橙 衡 色

表 採 縄文土器 ミ 7yキ 、 仇 泳 火 長 柾

科

巴

奎
一

ヨ

冬

亦 巳 柱 、 狛 央 、 橙 綺 色
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第V章 まとめ

第 1節 調査の成果

確認 された4箇所の上抗はその形態から、いずれも「陥し穴」と言われる遺

構であると判断される。
市内の検出例 としては原平遺跡において多数の陥し穴が確認 されているが、

伴出遺物が乏しく構築時期の特定に至っていない。

同遺跡では縄文時代早期、同中期の集落の西側縁辺部に集中して分布 してい

るとい う特徴がある。西側にある谷との地形的境界となる尾根に沿って分布 し

てお り、けもの道に沿って配されているともいえる状態であった。この尾根は、

調査時点では山裾の農地に通 じる農道 として機能 してお り、けもの道であつた

踏み跡が最近まで農道 として使われていたと考えられる例であり、谷 との地形

的境界の小道であり、緩傾斜面の縁辺部とい う点で共通 している。両遺跡例 と

もに、底面に小穴を伴 うこれらの上坑の機能が、狩猟用の陥し穴であるとする

説を補強する検出例である。
これらの上坑の構築時期については、伴出遺物がなく不明である。

-11-
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調査区全景 (北から)

写真図版 1

調査区全景 (東から)

完掘状態 -1 完掘状態 -2

1号土坑確認 1号土坑完掘
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2号土坑確認

写真図版 2

2号土坑断面

2号土坑完掘 3号土坑完掘

4号土坑断面 4号土坑完掘
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写真図版 3

JIi・123814
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